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作成 令和 4年 6月 30日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

４ 太陽光発電の留意すべき点について 

令和4年第 2回定例会一般質問 ～本会議 3日目 令和 4年 6月 27日～ 議事録（抜粋） 

 

 

○松本議員 

次に太陽光発電の留意すべき点についてですが、今年 3月、大阪府と摂津市の連名の太陽光パ

ネル等の共同購入に関するチラシが自治会を通じて配布されていますが、この事業への市の関わり

についてお聞かせください。 

（略※） 

 

○生活環境部長 

太陽光パネル等の共同購入事業への市の関わりについてのご質問にお答えいたします。 

太陽光パネル及び蓄電池の共同購入支援事業は、大阪府が実施する事業でございます。その事

業内容は、太陽光パネル及び蓄電池のさらなる普及拡大を図るため、大阪府と協定を締結した支援

事業者が、府内全域から購入希望者を募り、そのスケールメリットを生かして、設置をサポートするも

のとなっております。 

当該事業への本市の関わりは、広報活動のみでございます。広報活動として、大阪府からのチラシ

の配架、配布についての協力依頼があり、その要請に応じて自治会等にチラシを配布させていただ

いております。 

また、チラシの配布に際して、大阪府より市独自のコメント等をチラシに掲載することも可能とのご

提案をいただきました。 

本市としましても、令和 4 年 2 月にゼロカーボンシティの表明を行い、また、今年度から新たに摂

津市地球温暖化対策地域計画を策定し、施策として住宅等への太陽光発電設備の導入促進を揚

げていることから、本市の取り組みもＰＲできるものと考え、大阪府に本市の取り組みを記載したオリ

ジナルチラシを作成頂き、大阪府と市の連名で、自治会等に配布させていただいております。 

質疑概要 

太陽光発電は CO2削減のために、再生可能エネルギーとして推進されている。しかし、決して

メリットだけではなく、デメリットも存在する。 

特に、太陽光パネルに使われるシリコンの世界大手メーカー５社のうち４社が中国の新疆にあ

り、人件費の安いウイグル族収容施設で製造したシリコンを採用していると指摘され、人権侵害

に関わるもので、人権平和都市を掲げる本市として看過できるものではなく、また火災事案も発

生しており、それらについて質疑を行った。 
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（略※） 

 

○松本議員 

次に太陽光発電についてですが、市は大阪府事業に広報活動のみの参加と理解しました。 

 太陽光発電は CO2削減の取組みなどで推進されていますが、メリットだけでなく、デメリットへの理

解も求められます。 

例えばメガソーラー発電所による森林破壊が全国各地で大きな問題となっています。 

また、２０２１年４月の米・アメリカのシンクタンクの国際戦略問題研究所の発表によると太陽光パネ

ルに使われるシリコンの世界大手メーカー５社のうち４社が中国の新疆にあり、人件費の安いウイグ

ル族収容施設で製造したシリコンを採用していると指摘されています。 

議会でも前会、ウイグル族虐待に関して「中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査及び

抗議を求める意見書」を採決しております。この事は、人権侵害に関わる問題であり、決して無視でき

ないものです。 

 そして実生活のデメリットでは、太陽光発電システムの火災が挙げられます。その火災事例と消火活

動の問題点等について、消防本部の見解をお聞かせください。 

 

○南野議長 

消防長 

 

○消防長 

本市における太陽光発電の火災事例及び消火活動の問題点についてのご質問にお答えいたしま

す。 

本市におきましては、現在のところ、太陽光発電システムに起因する火災は、発生しておりません。 

しかしながら、全国的に見ますと独立行政法人製品評価技術基盤機構への事故報告では、平成

10 年から令和 2年までの間、109 件の事故報告があり、公表されている直近の３年では、平成 30

年に 28件、令和元年に 8件、令和 2年に 8件となっております。 

火災の原因の約 70%は直流電力を交流電力に変換するインバーターであるパワーコンディショナ

ーからということでございます。 

消防隊の火災による活動障害としましては、太陽光発電システムのパネル部分にあるＰＶモジュー

ルが、高所である屋根に備え付けられていることが多いので、消火の困難性があるとともに、消防隊

員の感電する危険性もございます。 

太陽光発電システムの、火災に対する活動方針といたしましては、隊員の安全管理を実施しつつ、

特に感電への対策として泡消火薬剤による放水や、噴霧上での放水などを実施することとし、細心の

注意を払い消火活動を実施して参ります。 

 

○南野議長 

松本議員。 
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○松本議員 

太陽光発電システムに関わる火災が起きること、そして消火の困難性については理解しました。 

事例は多くありませんが、太陽光発電を設置することで新たな火災・延焼リスクを背負うということ

は認識すべきでしょう。 

 太陽光発電はメリットだけではありません。行政として、チラシの件含め、太陽光発電の留意すべき

点をしっかりと認識したうえで適切に行動するよう要望致します。 

 

 

（音声データ等より作成） 

重要と思われる部分には強調を入れています。 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

＜質問項目一覧＞  

1 新体制での児童虐待防止の取り組みについて 

2 PFOA 問題の対策推進と風評被害防止について 

3 新しい小学校の農業体験について 

4 太陽光発電の留意すべき点について 

5 ワクチン接種の副反応による健康被害が生じた場合の救済制度について 

6 就学前教育と小１スタートカリキュラムの連携の重要性について 


